
         

　
　
平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か
。 

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
事
業

の
仕
分
け
や
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
分
権

型
社
会
の
進
展
な
ど
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
施
策
へ
の
転
換
を
図
っ
た
。 

　
こ
の
こ
と
で
「
１０
の
ち
か
ら
」
や

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
と
の
一
体

が
図
ら
れ
、
総
合
的
、
横
断
的
な
施

策
へ
の
転
換
を
進
め
た
予
算
と
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。 

 

　
　
「
滞
納
整
理
推
進
機
構
」
を
設

置
し
、
徴
税
体
制
を
強
化
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。 

    

「
滞
納
整
理
推
進
機
構
」
は
市
町

村
が
共
同
で
滞
納
整
理
を
す
る
組
織

で
あ
る
が
、
県
に
と
っ
て
も
、
個
人

県
民
税
の
滞
納
縮
減
対
策
と
し
て
有

効
な
も
の
で
あ
る
。 

　
こ
の
機
構
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

七
年
度
、
県
の
市
長
会
、
町
村
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
全
市
町
村
が
参
加

す
る
形
態
で
設
立
の
可
能
性
を
検
討

し
て
い
た
が
、
現
段
階
で
は
ま
だ
合

意
に
達
し
て
い
な
い
。 

　
し
か
し
、
設
立
を
希
望
す
る
市
町

村
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
引

き
続
き
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。 

    

　
　
首
都
圏
直
下
地
震
対
策
と
し
て

大
型
汽
船
等
の
事
業
者
と
協
定
を
結
び
、 

 

     

大
型
船
で
千
葉
県
民
を
都
内
か
ら
大

量
に
救
援
す
る
よ
う
に
す
べ
き
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
　
船
舶
に
よ
る
帰
宅
困
難
者
の
輸

送
は
、
有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
も
、
広
域
的
な
対
応
が

必
要
な
こ
と
か
ら
八
都
県
市
合
同
防

災
訓
練
で
海
上
輸
送
訓
練
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
十
八

年
度
も
東
京
都
な
ど
と
連
携
し
て
訓

練
を
実
施
す
る
。 

　
今
後
は
、
海
上
自
衛
隊
や
海
上
保

安
庁
の
他
、
大
型
船
事
業
者
を
始
め

と
す
る
各
種
船
舶
事
業
者
と
協
議
し
、

災
害
時
の
協
力
体
制
を
確
保
す
る
よ

う
努
め
る
。 

    

　
　
公
共
事
業
を
生
活
基
盤
密
着
型

に
切
り
替
え
、
中
小
企
業
へ
の
発
注

率
を
高
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど

う
か
。
ま
た
低
金
利
や
無
担
保
の
資

金
を
必
要
な
事
業
者
に
提
供
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。 

　
　
公
共
事
業
の
発
注
に
当
た
り
、 

漓
中
小
企
業
が
受
注
し
や
す
い
よ
う

　
な
分
離
・
分
割
発
注
の
推
進 

滷
中
小
企
業
が
参
加
す
る
共
同
事
業

　
体
方
式
の
採
用 

な
ど
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
県
内
中

小
企
業
が
受
注
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
る
。
さ
ら
に
現
在
、
研
究
会

を
設
け
て
、
受
注
機
会
拡
大
に
向
け

た
施
策
も
検
討
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
中
小
企
業
者
の
経
営
の
安

定
の
た
め
、
信
用
保
証
協
会
の
保
障

制
度
と
連
携
し
た
融
資
制
度
を
設
け
、

低
利
な
資
金
を
提
供
し
て
い
る
。 

　
特
に
短
期
の
運
転
資
金
や
小
規
模

な
事
業
者
に
向
け
て
の
資
金
な
ど
に

つ
い
て
は
無
担
保
の
融
資
制
度
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。 

    

　
　
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り

条
例
案
」
の
制
定
理
由
は
何
か
。 

　
　
県
民
か
ら
「
差
別
に
当
た
る
と

思
わ
れ
る
事
例
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

障
害
者
が
誤
解
や
偏
見
の
た
め
に
日

常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
理
不

尽
な
思
い
、
暮
ら
し
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

　
こ
の
場
合
、
差
別
の
多
く
が
そ
れ

と
気
づ
か
ず
に
行
わ
れ
て
い
る
実
態

を
踏
ま
え
れ
ば
、
単
な
る
広
報
・
啓

発
で
は
十
分
で
は
な
い
。 

「
差
別
と
は
何
か
」
を
県
民
の
目
に

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
個
別
の

事
柄
に
即
し
た
解
決
の
仕
組
み
等
を

定
め
た
条
例
を
提
案
し
た
。 

　
こ
の
条
例
以
外
で
も
、
県
の
あ
ら

ゆ
る
施
策
の
中
に
差
別
を
な
く
す
視

点
を
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
よ
り

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

    

　
　
国
は
、
が
ん
医
療
水
準
均
て
ん

化
を
促
進
す
る
た
め
、
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
の
体
制
整
備
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
が
、
県
は
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。 

　
　
国
が
新
た
に
定
め
た
「
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
の
整
備
に
関
す
る

指
針
」
に
基
づ
き
、
県
で
は
、
主
に

拠
点
病
院
の
医
師
へ
の
研
修
の
実
施

や
症
例
相
談
、
診
療
支
援
等
の
機
能

を
担
う
「
都
道
府
県
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
」
を
早
急
に
選
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。 

　
さ
ら
に
二
次
医
療
圏
ご
と
に
指
定

す
る
「
地
域
が
ん
診
療
拠
点
病
院
」

を
活
用
し
、
全
圏
域
で
の
指
定
に
向

け
て
取
り
組
み
、
今
後
も
総
合
的
な

対
策
を
推
進
し
て
い
く
。 

    

　
　
食
育
は
教
育
の
分
野
で
も
重
要

だ
と
思
う
が
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
県

内
中
学
な
ど
の
成
功
例
を
分
析
整
理
し
、

情
報
収
集
、
研
究
に
取
り
組
む
べ
き

だ
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

　
　
食
生
活
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
児
童
の
食
生

活
の
乱
れ
や
肥
満
傾
向
の
増
大
な
ど

が
見
ら
れ
る
中
、
望
ま
し
い
食
習
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

心
と
体
の
健
康
に
も
大
き
く
か
か
わ

っ
て
く
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

　
県
教
育
委
員
会
と
し
て
も
食
、
健
康
、

体
力
づ
く
り
に
総
合
的
に
取
り
組
む
「
い

き
い
き
ち
ば
っ
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
柱
に
食
育
を
位
置
づ
け
、
今
後
と

も
そ
の
推
進
に
努
め
る
。 

　
県
内
の
中
学
校
に
お
い
て
は
、
学

校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
が
保
護
者
や
地

域
と
連
携
し
、
食
と
健
康
・
学
習
意

欲
の
向
上
と
の
関
係
を
テ
ー
マ
と
し

た
食
育
講
演
会
の
開
催
や
発
芽
玄
米

や
地
域
の
食
材
を
活
用
し
た
給
食
の

試
食
会
等
を
行
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
結
果
、
食
を
通
し
て
親
子
の

ふ
れ
あ
い
が
進
み
、
ま
た
家
庭
で
も

食
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と

な
る
な
ど
、
食
育
全
体
の
取
り
組
み

が
生
徒
の
行
動
に
も
よ
い
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
聞
い
て
い
る
。 

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
生
全

員
に
配
布
し
た
食
に
関
す
る
学
習
ノ

ー
ト
「
い
き
い
き
ち
ば
っ
子
」
の
よ

り
一
層
の
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に

今
後
と
も
食
育
実
践
校
の
デ
ー
タ
収

集
や
情
報
交
換
に
努
め
、学
校
で
の
食

育
を
充
実
し
て
い
く
。 

    

　
　
県
・
市
・
会
社
間
の
契
約
を
「
和

解
」
に
し
た
理
由
は
何
か
。
ま
た
「
和

解
」
成
立
後
の
再
建
手
続
や
再
建
後

の
会
社
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。 

　
　
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
県
・
市
・
会
社
の
三
者
で
経

営
再
建
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
モ

ノ
レ
ー
ル
事
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
、
と
い
う
二
つ
の
大
き

な
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

公
的
支
援
対
策
や
今
後
の
事
業
の
実

施
体
制
に
つ
い
て
合
意
に
至
っ
た
。 

　
今
後
、
合
意
し
た
内
容
や
相
互
の

関
係
、
三
者
が
果
た
す
べ
き
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
、
着
実

に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
こ
の
た
め
、
今
回
の
合
意
内
容
の

全
体
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

包
括
的
な
処
理
と
実
行
が
担
保
で
き

る
「
和
解
」
と
い
う
形
が
適
切
な
手

段
で
あ
る
と
判
断
し
た
。 

　
今
後
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
県
・

市
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
議
決
を
得

た
後
に
、
県
・
市
・
会
社
の
三
者
が

千
葉
簡
易
裁
判
所
に
お
い
て
和
解
を

行
う
。 

　
こ
れ
を
受
け
、
会
社
で
は
、
法
令

上
必
要
と
さ
れ
る
減
資
、
増
資
等
の

手
続
を
始
め
る
。 

　
さ
ら
に
県
は
、
市
に
約
六
十
五
億

円
の
負
担
金
を
支
払
い
、
市
に
お
い

て
は
、
会
社
資
産
の
一
部
を
譲
り
受

け
る
契
約
を
会
社
と
行
う
。 

　
こ
れ
ら
の
再
建
策
の
実
施
に
よ
っ
て
、

累
積
損
失
の
解
消
と
単
年
度
損
益
の

黒
字
化
が
図
れ
る
と
と
も
に
、
今
後

十
年
間
の
資
金
繰
り
に
見
通
し
が
立

つ
な
ど
、
自
立
し
た
財
務
構
造
が
構

築
さ
れ
、
長
期
的
で
安
定
し
た
経
営

が
見
込
ま
れ
る
。 
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成
十
七
年
度
　
千
葉
県
議
会
　
児
童
・
生
徒
表
彰
受
賞
者 

書
写 

屋
代
　
彩
乃 

勝
浦
市
立
清
海
小
学
校 

物
語
創
作 

宮
葉
　
　
唯 

千
葉
市
立
誉
田
東
小
学
校 

詩 

雨
宮
　
七
彩 

市
川
市
立
塩
浜
小
学
校 

ポ
ス
タ
ー 

栗
原
　
　
陸 

勝
浦
市
立
名
木
小
学
校 

ピ
ア
ノ 

高
尾
　
奏
之
介 

柏
市
立
酒
井
根
小
学
校 

ロ
ボ
ッ
ト
創
作
・
競
技 

池
田
　
海
斗 

千
葉
市
立
都
賀
小
学
校 

珠
算 

畠
山
　
千
明 

千
葉
市
立
大
森
小
学
校 

ポ
ス
タ
ー 

山
闢
　
　
　
　
緑 

千
葉
市
立
若
松
台
小
学
校 

図
画 

田
中
　
絵
里 

茂
原
市
立
茂
原
小
学
校 

読
書
感
想
文 

重
政
　
舞
子 

国
府
台
女
子
学
院  

小
学
部 

珠
算 

闍
橋
　
　
菫 

千
葉
市
立
真
砂
第
三
小
学
校 

標
語 

北
崎
　
聡
太 

松
戸
市
立
和
名
ヶ
谷
中
学
校 

図
書
館
調
査
学
習 

小
野
　
未
稀 

袖
ヶ
浦
市
立
平
川
中
学
校 

観
察
運
動 

高
橋
　
亮
太 

市
原
市
立
三
和
中
学
校 

ポ
ス
タ
ー 

青
木
　
風
人 

野
田
市
立
関
宿
中
学
校 

図
書
館
調
査
学
習 

徳
永
　
祥
子 

袖
ケ
浦
市
立
昭
和
中
学
校 

も
の
づ
く
り（
Ｕ
タ
ー
ン
マ
シ
ン
） 

石
井
　
俊
裕 

茂
原
市
立
南
中
学
校 

作
文 

飯
尾
　
直
子 

茂
原
市
立
南
中
学
校 

弁
論 

デ
ュ
ア
ー
小
倉 

芽
里
沙 

千
葉
市
立
こ
て
は
し
台
中
学
校 

作
文 

五
十
嵐
　
敬
也 

千
葉
市
立
都
賀
中
学
校 

俳
句 

喜
多
　
美
幸 

千
葉
市
立
新
宿
中
学
校 

暗
算 

金
子
　
優
希 

市
原
中
央
高
等
学
校 

簿
記 

闍
橋
　
沙
宗 

千
葉
県
立
千
葉
商
業
高
等
学
校 

詩 

長
尾
　
庸
子 

千
葉
県
立
千
葉
高
等
学
校 

農
業
鑑
定
競
技
（
農
業
土
木
） 

浮
階
　
沙
織 

千
葉
県
立
茂
原
農
業
高
等
学
校 

ロ
ボ
ッ
ト
相
撲 

原
田
　
克
彦 

千
葉
県
立
茂
原
工
業
高
等
学
校 

作
文 

闍
木
　
有
希 

千
葉
県
立
千
葉
聾
学
校 

高
等
部 

農
業
鑑
定
競
技
（
造
園
）※ 

石
橋
　
宏
一 

千
葉
県
立
流
山
高
等
学
校 

管
弦
楽
合
奏 

習
志
野
市
立
谷
津
小
学
校 

マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト 

野
田
市
立
南
部
中
学
校 

管
弦
楽
合
奏 

習
志
野
市
立
第
一
中
学
校 

吹
奏
楽 

習
志
野
市
立
第
五
中
学
校 

マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト 

船
橋
市
立
法
田
中
学
校 

将
棋 

千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
等
学
校 

管
弦
楽
合
奏 

千
葉
県
立
幕
張
総
合
高
等
学
校 

放
送
コ
ン
テ
ス
ト（
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
） 

千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校 

地
域
貢
献
型
学
習 (

花
づ
く
り ) 

千
葉
県
立
上
総
高
等
学
校 

管
楽
合
奏 

柏
市
立
柏
高
等
学
校 

吹
奏
楽 

習
志
野
市
立
習
志
野
高
等
学
校 

管
楽
合
奏 

※ 

市
川
市
立
新
浜
小
学
校 

レ
ス
リ
ン
グ 

吉
田
　
裕
貴 

鎌
ヶ
谷
市
立
初
富
小
学
校 

レ
ス
リ
ン
グ 

矢
後
　
公
誠 

柏
市
立
柏
第
五
小
学
校 

レ
ス
リ
ン
グ 

守
屋
　
凌
太 

松
戸
市
立
北
部
小
学
校 

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト 

藤
澤
　
亮
子 

松
戸
市
立
馬
橋
北
小
学
校 

カ
ヌ
ー 

関
　
　
英
幸 

佐
倉
市
立
佐
倉
東
小
学
校 

テ
ニ
ス 

村
松
　
勇
紀 

柏
市
立
旭
東
小
学
校 

レ
ス
リ
ン
グ 

猪
口
　
　
薫 

鎌
ヶ
谷
市
立
中
部
小
学
校 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

鳥
居
　
彩
乃 

松
戸
市
立
六
実
第
三
小
学
校 

レ
ス
リ
ン
グ 

藤
川
　
采
子 

鎌
ヶ
谷
市
立
五
本
松
小
学
校 

レ
ス
リ
ン
グ 

林
　
　
志
歩 

鎌
ヶ
谷
市
立
中
部
小
学
校 

陸
上 

田
村
　
龍
輝 

酒
々
井
町
立
大
室
台
小
学
校 

カ
ヌ
ー 

高
木
　
雄
斗 

小
見
川
町
立
中
央
小
学
校 

カ
ヌ
ー 

小
松
闢
　
勝
也 

小
見
川
町
立
北
小
学
校 

な
ぎ
な
た 

市
原
　
紫
帆 

袖
ケ
浦
市
立
昭
和
小
学
校 

空
手 

大
川
　
　
剛 

君
津
市
立
周
西
小
学
校 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

高
瀬
　
秀
穂 

野
田
市
立
川
間
小
学
校 

陸
上 

梅
澤
　
亮
平 

四
街
道
市
立
旭
中
学
校 


